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ウェーベルン
４つの小品 Op.7

Webern: Vier Stücke Op.7

ブゾーニ
ヴァイオリン・ソナタ第２番 

ホ短調 Op.36a
Busoni: Sonate für Violine und Klavier Nr.2

 e-Moll Op.36a

R.シュトラウス
ダフネ練習曲

R.Strauss: Daphne-Etüde
für Violine solo 

シェーンベルク
幻想曲 Op.47

Schönberg: Fantasie Op.47

シューベルト
幻想曲 ハ長調 D934

Schubert: Fantasie für Violine und 
Klavier C-Dur D934
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　揺るぎなく熱い信念を胸に、自らの信じる音楽をひたむきに、決然と探究し続

ける郷古廉。弛みなく磨き抜いてきたその実力で、いまや押しも押されもせぬ邦

人若手筆頭格のヴァイオリニストへと成長しました。トッパンホールには、2013

年の〈ランチタイムコンサート〉で初登場。18年には、クラリネット界のスター、

アンドレアス・オッテンザマー、そしてホセ・ガヤルドとともに粋なトリオで客

席を魅了しました。コロナ禍に開催された2公演―聴衆を唸らせた圧巻の無伴奏

（20年）、新境地を聴かせたガヤルドとのデュオ（22年）―では、そのいずれも

で、めざましい成長の軌跡をひのきの舞台に鮮やかに刻んできました。

　それから2年。いまふたたび、自由闊達な音楽性が頼もしいガヤルドとタッグを

組んで、トッパンホールに帰ってきます。今回のプログラムの核を成すのは、「幻

想」、そして「ウィーン」―。トッパンデビューとなったランチ公演の冒頭で弾

いたR.シュトラウスの秘曲《ダフネ練習曲》で密やかに始まりを告げる物語は、

シェーンベルクが不器用な手つきで美しく紡ぎあげた幻想の森へと分け入り、そ

して演奏至難にしてスケールの大きな名作、シューベルトのファンタジーへと至

ります。テクニカルな意味ではもちろん、演奏家の内面においても非常にタフな

挑戦を要求するこの作品に、いま改めて正面から挑み、私たちを音楽の頂へと

誘ってくれることでしょう。

　そして後半は、シューベルトの余韻を癒やし解きほぐす、美しいウェーベルン

で始まり、「彼がいなければシェーンベルクの活躍もなかったかもしれない」（郷

古）天才ブゾーニのソナタでクライマックスを迎えます。ややもすると掴みどこ

ろなく感じられるこの作品に、残された楽譜を通していかに対峙し、そして何を

読み取り、私たち聴衆に提示してくれるのか。音楽は、演奏家が意図的に残した

余白を、聴衆が客席で味わい、埋めて、初めて作品として成立する―、そう語

る郷古が、この日舞台から放つのはどんな音楽か。私たちも客席でしかと受け止

め、そしてしかと堪能したい。
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